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６．短期目標における行動変容
　綿１９）は、日常生活におけるレクリエーション援助で大切な要素は、「利用者の主体
性の尊重」「楽しい生活の実現」そして「行動変容の追求」であると述べている。そ
こで、綿が示しているレクリエーションによる行動変容２０）を参考にし、短期目標を
整理した（図７）。その行動変容とは、日常生活動作（ＡＤＬ）の改善・問題行動の
改善などの「身体的行動変容」、笑顔が出るようになった・気分がすっきりしたなど
の「精神的行動変容」、人間関係の改善・社会的活動が増えたなどの「社会的行動変
容」、他の利用者や職員とのつきあいの改善などの「人間関係的行動変容」、新たな趣
味ができた・生きがいをもったなどの「個人的行動変容」の５分類である。
　その結果、旧カリキュラムにおける最も高い数値を示したのが「個人的行動変容」
（３７．３％）であった。次いで、「身体的行動変容」（２５．９％）、「人間関係的行動変容」
（１９．２％）、「精神的行動変容」（１４．０％）であった。最も低い数値を示したのが「社会
的行動変容」（３．６％）であった。それに対し、新カリキュラムにおいては、最も高い
数値を示したのが「身体的行動変容」（４２．８％）であった。次いで、「個人的行動変容」
（２８．９．％）、「精神的行動変容」（１１．２％）、「人間関係的行動変容」（１０．５％）であった。
最も低い数値を示したのが「社会的行動変容」（６．６％）であった。また、全体として
は、「個人的行動変容」（３３．６％）、「身体的行動変容」（３３．３％）、「人間関係的行動変容」
（１５．４％）、「精神的行動変容」（１２．８％）、「社会的行動変容」（４．９．％）の順であった。
　旧カリキュラム、新カリキュラムとも「身体的行動変容」と「個人的行動変容」で
６割以上占め、日常生活動作や徘徊の減少などの問題行動の改善及び生きがいをもつ
といった短期目標を設定し実践されたことが明らかになった。しかし、旧カリキュラ
ムと新カリキュラムを比較した際、「身体的行動変容」と「個人的行動変容」の順位
が逆の結果となった。これは、「個人的行動変容」は利用者の生きがいといった余暇
活動に大きく関わる内容であることから、旧カリキュラムにあった「レクリエーショ
ン活動援助法」という科目があったことが影響していると考えられる。それに対し、
新カリキュラムにおいては、介護に関する科目の充実が図られ時間数も拡充されたこ
とが要因として考えられる。さらには、介護福祉士資格取得時の到達目標として、利
用者の心身の状況に応じた介護実践を行うために、利用者理解を図るためのコミュニ
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ケーション技術を身につけ、自立支援に向けた介護活動を行うことができるようにす
ることが明示され、介護福祉士の専門性を高めるための教育内容に向けられたためで
あると考える。
Ⅳ．まとめ
　本稿では、介護過程の展開におけるレクリエーション活動の介入について、縦断的
に分析を行い、介護過程の展開におけるレクリエーション活動の介入の実態を、介護
福祉士の資格取得のための教育内容である新・旧カリキュラムから比較した。主なポ
イントは以下の通りである。
　１）レクリエーション・余暇などの言葉を含むテーマを設定したケーススタディ
を、２００９年カリキュラム改正の前後で比較したところ、旧カリキュラムでは、５．
６％、新カリキュラムでは１８．３％、全体においては１１．１％であった。
　２）旧カリキュラム、新カリキュラムとも５割程度のケースにおいて、レクリエー
ション活動を用いた介護過程の展開がなされている。
　３）旧カリキュラムでは、「個人的行動変容」、「身体的行動変容」、「人間関係的行
動変容」「精神的行動変容」、「社会的行動変容」の順であった。それに対し、新
カリキュラムでは、「身体的行動変容」、「個人的行動変容」、「精神的行動変容」、
「人間関係的行動変容」、「社会的行動変容」の順であった。
Ⅴ．今後の課題・方向性
　本稿では、本学のデータのみとなったが、今後は、他の介護福祉士養成校を含む
データを収集・分析する必要がある。
　また、実習生が担当させていただく利用者の実際のケアプランと比較することや、
それ以外のケアプランを収集し、ケアプランにおけるレクリエーション支援の介入の
実態を明らかにしたい。
引用文献
１）社団法人日本介護福祉士養成施設協会編（２０１２）：創立２０周年記念誌「介護福祉
士養成の歩み」，社団法人日本介護福祉士養成施設協会．
２）前掲書１）
３）介護福祉士養成講座編集委員会編（２００９）：新・介護福祉士養成講座「介護総合
演習・介護実習」，中央法規，pp１４－１６．
４）南條正人、横尾成美、金須雄一（２０１５）：介護過程を展開する介護実習における
レクリエーション活動の介入に関する考察（１）－福祉レクリエーション・ワー
カー資格導入後の新・旧カリキュラムからの比較－，東北文教大学・東北文教大学
短期大学部紀要第５号，pp１１９－１３０．
― 149 ―
介護過程を展開する介護実習におけるレクリエーション活動の介入に関する考察（２）（南條・横尾・金須）
５）南條正人、高崎義輝、金須雄一、森田清美、小田幹雄（２０１５）：介護過程の展開
とレクリエーション支援の関係性に関する考察，自由時間研究第４０号，pp ３－９．
６）峯尾武巳（２０１４）：実習教育における介護過程，介護福祉，NO.９６．ｐ３６．
７）浦　秀美（２０１５）：「介護過程」の教育方法に関する課題―科目間連携の重要性と
今後の課題―，「長崎国際大学論叢」第１５巻，pp８５－９４
８）横尾成美（２０１３）：介護過程におけるアセスメント力向上を目指した教育の方法
に関する考察―教育目標の分類体系（タキソノミー）と介護過程の展開―，東北文
教大学東北文教大学短期大学部紀要第３号，ｐ８７．
９）嶋田直美（２０１５）：介護福祉士養成教育の中心問題―専門性の構築に向けて―，
桃山学院大学社会学論集，第４８巻第２号，Ｐ１７８．
１０）介護福祉士養成講座編集委員会編（２０１４）：新・介護福祉士養成講座「介護過程」
第２版，中央法規，ｐ２．
１１）大川弥生（２０１３）：「動かない」と人は病む―生活不活発病とは何か講談社現代新
書，大日本印刷株式会社，pp２００－２１３．
１２）堤雅恵（２０００）：ケース担当実習における介護過程の展開の分析と実習指導上の
課題，介護福祉学第７巻第１号，pp３６－４３．
１３）佐分行子、石原多佳子、宮田延子（２０００）：施設における介護福祉実習の教育的
課題についての一考察－受け持ちケースの介護過程の展開を通して－，介護福祉学
第７巻第１号，pp１０９－１１６．
１４）日本レクリエーション協会（２００６）：レクリエーション協会公認資格を持つ介護
福祉士へのアンケート調査結果報告書．
１５）南條正人、高崎義輝（２０１３）：介護福祉士教育における福祉レクリエーション教
育の価値－介護実習生とその実習指導者のアンケート調査結果から－，自由時間研
究第３９号，pp４４－５２．
１６）前掲書１４）
１７）和久田佳代（２００６）：介護福祉士養成課程における「レクリエーション」の役割
と課題，聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要No.５，pp６１－７２．
１８）前掲書４）
１９）福祉士養成講座編集委員会編（２００７）：新版介護福祉士養成講座「レクリエーショ
ン活動援助法」，中央法規，pp４２－４３．
２０）前掲書１９）
― 150 ―
東北文教大学・東北文教大学短期大学部紀要　第６号
